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こんにちは。今年度がもうすぐ終わり、お子さんは進学、進級によって新たな環境での生活がスター

トします。どうなるか分からない未来にわくわくする気持ちもあれば、不安な気持ちもあるお子さんも

いることでしょう。今回は、どのような心もちで新生活に臨むとよいか、についてお話します。 
 

☆曖昧なことに耐える力☆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

☆相談について☆ 

＊相談日時＊ 今年度は3月１６日に相談ができます。時間は10時半～1６時半です。 

来年度からの相談日時は、4月以降にお伝えいたします。 
 

＊相談方法＊ 

相談は基本的に、予約制になっています。相談を希望される場合は、担任の先生または教頭先生にご

連絡ください。（TEL：５８－０１１９）  

心理学の言葉で「曖昧さ耐性」というものがあります。先が見えない未来や、どれが

正解かわからないことなど、はっきりしない状況に耐える力のことです。心理学の研究

では、人ははっきりしない状況を不快に思うものだと言われています。一方で、はっき

りしない状況だからこそ、人は望みを託したり、自分に何かできるのではないかとい 

う希望を感じたりし、それが生きていく上で大きな力になる、とも述べられています。 

子どもは曖昧さ耐性が低いのが普通です。今すぐ答えが欲しくなったり、もやもやす

る気持ちをすぐ消したくなったりします。しかし、私たちの世界ははっきりしないこと

が完全になくなることはありません。コロナ渦である今はまさに「いつになったらコロ

ナに悩まされなくなるのか」という疑問につきあいながら、生きていくしかありません。 

大切なのは、「もやもやするなあ…」という気持ちを感じながらも、それをすぐどうに

かしようとせず、今できることに取り組んだり楽しみを感じたりする 

ことだと思われます。先が見えない進学、進級をお子さんが不安に 

思っていたら、今年度努力したこと、楽しかったこと、来年度のた 

めに今できることなどを一緒に考えてみて下さい。 

＜参考図書：心理学ワールド ５０号刊行記念出版 日本心理学会＞ 
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